
Ჲ月は不安定なお天気が続きましたがᲳ月は残暑が残るとのことでまだまだ暑い日が続きそうで

すね うみ組の子どもたちは虫探しや、朝顔や絵の具を使っての色水遊び、とうもろこしの皮

むき等々夏ならではの遊びを満喫していました♪ご家庭での夏休みも楽しかったようで休み明け

はお互いのお土産話がとまらず「おあつまりでお話したいなぁ』とみんなの前で話をすることも

楽しんでいました Ჳ月も生活リズムを整えて暑さに負けず元気に過ごしていきたいですね。

今月は自分で考えて行動するをテーマにしていますがうみ組では遊びはもちろん生活の中でもま

ずは自分でかんがえよう！自分でやってみよう！を大切に過ごしています。そして自分で考えて

行動する場面がどんどん増えてきています。保護者会でゆっくりお話しさせていただけたらと

思っていますのでおうちでのエピソードもぜひ聞かせて下さいね(^^♪

くोよ॒ うみੌ

༰児期の終わりに育ってほしい「10の姿」の஦に「思考ྙの芽ਫ਼え」という項໪があります。
ೋしそうな言ཁですが、これは༣びやਫ਼活の஦で「どうすればうまくいくかな？」と子ども
自ਐが自໲自౶し、工෋するプロセスのことです。たとえば੷み໨なら「๊れないように高
くするには？」「見ຌとಋじ形にするには？」、༓だちとの関わりなら「なんて言えば஧間
に೘れるかな？」と考える姿すべてが「思考ྙの芽ਫ਼え」につながっています。
ೖ৙のトラブルでもಋじです。「おணをこぼした！」という時、୉ਕがすぐに৩いてあげる
のは簡ୱですが、私たちはあえて一ิ引き、子どもからの൅৶をଶつようにしています。
「あ、こぼしちゃった…」「雑巾持ってくる！」「৩くのお手ఽいするよ」と、઎回りしない
ことで子どもが自෾のಆで考えয়況を൓இし、行ಊに移す୉઀な「時間（間）」がਫ਼まれま
す。ฯ༰ঘ࿊携の研修では、ঘ学1೧ਫ਼の୴೜の઎ਫ਼から「઎ਫ਼、これਜ਼解ですか？」「何が
ਜ਼解ですか？」と౶えを求める子や指示ଶちの子がଡいというお࿫がありました。周囲の୉
ਕが઎回りして「こうしなさい」と指示を出しすぎると、自෾で考える機会を୥ってしまい
ます。失ഌも含めて「自෾で考えて試せた！」というୣ੔感こそが、ঘ学校以降の自ཱదな
学びや自己肯ఈ感のౖୈになります。
子どもたちが困っている時、ほんのঙし距཯を஖いて見守り、一ਫ਼懸ໍ考えたプロセスを
しっかりと೟めていきたいと思います。
【この姿に関わる「10の姿」】
★思考ྙの芽ਫ਼え（どうすればよいか൓இし、๏๑を考える）
★自ཱིৼ（自෾で考えて൓இし、主ରదに行ಊする）

自分でઅえて行動する力を୘む＝ઓઅ力・自立心


